によつ て 崩壊 を 早め つつあった。 文学 団体が 機関誌 さ 

え も 順調に 刊行で きず、 団体 解散の 理由 を、 直接 治安 

維持 法の 暴力に よる ものと 明言し 得ないで、 指導者と 

指導 理論 の 批判に 藉口す るた めに 汲々 としてい る雰囲 

気の 中で、 小 林 多 喜 一 一 全集 刊行が どうして 実現しょう _ 

客観的に も 主観的に も 全集 刊行 は 不可能であった。 十 

五 年 もの 間、 小 林 多 喜 一 一 全集が 刊行され なかった とい 

う 事実 は、 その 十五 年間に、 日本の すべての 人民の 運 

命が、 どんなに 無惨な 天皇制 ファシズムの くびきの 下 

に つながれて いたかと いう 証左で ある。 

一九 四 五 年の 無条件降伏 によって、 一応 ファシズム 
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